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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

中間連結会計期間
第57期

中間連結会計期間
第56期

会計期間
自2023年10月１日
至2024年３月31日

自2024年10月１日
至2025年３月31日

自2023年10月１日
至2024年９月30日

売上高 （千円） 15,315,179 14,168,695 37,097,680

経常利益（△は損失） （千円） △514,583 △335,340 647,575

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する中間純

損失（△）

（千円） △371,521 △230,274 413,127

中間包括利益又は包括利益 （千円） △370,644 △228,679 412,985

純資産額 （千円） 7,499,049 7,991,072 8,255,922

総資産額 （千円） 39,817,050 48,313,409 41,675,538

１株当たり当期純利益又は１株当

たり中間純損失（△）
（円） △112.68 △69.47 125.29

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － 122.66

自己資本比率 （％） 18.83 16.54 19.81

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,794,198 △11,047,395 4,028,701

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △229,559 △1,469,238 △352,054

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,094,820 10,939,958 △128,578

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 6,381,871 9,282,201 10,858,876

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第56期中間連結会計期間及び第57期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、

潜在株式は存在するものの、１株当たり中間純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（住宅事業）

　当中間連結会計期間において、株式会社DAIEIアーキテクツを新たに設立したため、連結の範囲に含めておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当中間連結会計期間における我が国経済は、個人消費や設備投資の持ち直しにより、緩やかに回復している一方

で、通商政策の影響による景気の下振れリスクの高まり等、先行きは不透明な状況です。

　当社グループ事業エリアである九州・山口の不動産市況におきましては、住宅・不動産価格の上昇または高止ま

りや住宅ローン金利上昇の不安から、実需での住宅購入意欲の低下傾向は続いております。一方で、富裕層や法人

向けの不動産需要は活況です。

　このような事業環境下で、当社グループにおきましては、分譲マンションや分譲住宅、中古住宅の買取再販など

の主力事業と、投資用の戸建賃貸住宅や事業用の不動産の販売等を中心に展開してまいりました。

　2025年5月13日に「2025年９月期中間期連結業績予想の修正に関するお知らせ」の開示を行い、2024年11月13日

開示の業績予想から、売上高を下方修正、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する中間純損失の損失幅を縮小

いたしました。分譲住宅の引渡し件数が下振れたことにより売上高が予想を下回ったものの、分譲マンション、土

地分譲、中古住宅の買取再販、投資用の戸建賃貸住宅の販売において売上総利益率の高い物件の引渡しが進んだこ

とに加えて、販売経費はコスト削減の取り組み、販売件数の下振れにより予想を下回ったことにより損失幅が縮小

したことが要因です。現時点で2024年11月13日に公表している2025年９月期通期の業績予想に変更はありません。

　この結果、当中間連結会計期間における経営成績は、売上高14,168百万円（前年同期比7.5％減）、営業損失146

百万円（前年同期は373百万円の損失）、経常損失335百万円（前年同期は514百万円の損失）、親会社株主に帰属

する中間純損失は230百万円（前年同期は371百万円の損失）となりました。

　通期における見通しとしましては、分譲住宅の販売の遅れに対し、分譲マンション、中古住宅の買取再販、投資

用の賃貸住宅販売等が好調に進捗しており、概ね計画通りであります。

 

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（マンション事業）

　マンション事業におきましては、分譲マンションの企画販売を行っております。

　当中間期中には「サンパーク博多那珂グラッセ（福岡県福岡市、総戸数55戸）」「ザ・サンパーク春日原駅レジ

デンス（福岡県大野城市、総戸数36戸）」が竣工し、前期に竣工した物件と併せて99件のお客様への引渡しが完了

いたしました。また、熊本県での１棟売り物件も竣工し、お引渡しが完了いたしました。

　新規分譲開始物件としては「サンパーク新大江グラッセ（熊本県熊本市、総戸数52戸）」「サンパーク糸島グ

ラッセ（福岡県糸島市、総戸数39戸）」「サンパーク大江東グラッセ（熊本県熊本市、総戸数52戸）」の販売を開

始いたしました。

　当中間期中には「サンパーク佐伯駅前レジデンス（大分県佐伯市、総戸数44戸）」「サンパーク黒崎駅レジデン

ス（福岡県北九州市、総戸数56戸）」の２物件が完売いたしました。サンパーク黒崎駅レジデンスにおきまして

は、好評により竣工前に完売いたしました。

　当連結会計年度は、当期に完成する物件８棟の内、６棟の建物が下期に竣工する予定となっており売上は偏重す

る見通しです。しかしながら、販売契約は順調に推移しており当期売上計上予定449戸の内、引渡し済み物件も含

め既に89％の販売契約が完了しており、予定通りの売上計上を見込んでおります。

　これらの結果、引渡戸数99戸、売上高は6,140百万円（前年同期比31.0％増）、セグメント利益は193百万円（前
年同期比173.5％増）となりました。
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（住宅事業）

　住宅事業は、分譲住宅や中古物件の買取再販、土地分譲、投資用の戸建賃貸住宅、タウンハウス等を計上してお

ります。

　分譲住宅におきましては、販売価格の上昇や住宅ローン金利の上昇リスクによる住宅検討者の購入意欲の低下が

集客や販売に影響しており、前年同期比で売上高及び売上件数は大幅に減少しております。一方で、売上単価や売

上総利益率は上昇しており、厳選した土地の仕入れや顧客ニーズに合わせた建物の建築と販売の効果が出始めてお

ります。

　中古住宅の買取再販におきましては、中古住宅検討者は増加傾向にありますが、予算と販売価格に乖離があり、

当社は前期より仕入れ数を抑制し厳選した仕入れを行うことで、販売の強化を行ってまいりました。

　土地分譲におきましては、分譲住宅需要の低下により戸建用地の販売は鈍化傾向にありますが、法人向けの事業

用地の需要は高く、販売が好調に進捗いたしました。

　投資用の戸建賃貸住宅におきましては、投資用不動産の需要は引き続き高く、12戸の引渡しが完了し前年同期比

で売上高が増加いたしました。

　これらの結果、引渡数は分譲住宅が184戸、中古住宅の買取再販が62戸、土地分譲が46区画、戸建賃貸住宅が12

戸、タウンハウスが４戸となり、売上高は7,978百万円（前年同期比24.6％減）、セグメント利益は187百万円（前

年同期比569.2％増）となりました。

 

（その他事業）

　その他事業におきましては、水道供給事業と不動産賃貸事業を行った結果、売上高は49百万円（前年同期比

22.2％増）、セグメント利益は16百万円（前年同期は0百万円の利益）となりました。

 

(2）財政状態の状況

（資産）

　当中間連結会計期間末における資産合計は48,313百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,637百万円増加いた

しました。これは、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が1,528百万円減少し9,804百万円に、仕掛販売用不動

産が6,644百万円増加し27,045百万円に、建物及び構築物が454百万円増加し1,277百万円に、土地が789百万円増加

し1,656百万円になったことなどによるものです。

 

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は40,322百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,902百万円増加いた

しました。これは、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が3,303百万円減少し2,305百万円に、短期借入

金が6,922百万円増加し16,541百万円に、１年内返済予定の長期借入金が628百万円増加し8,307百万円に、長期借

入金が3,426百万円増加し10,883百万円になったことなどによるものです。

 

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は7,991百万円となり、前連結会計年度末に比べ264百万円減少いたし

ました。これは、前連結会計年度末に比べ、親会社株主に帰属する中間純損失230百万円を計上及び配当金により

39百万円減少し、利益剰余金が総額で270百万円減少したことなどによるものです。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

1,576百万円減少し、9,282百万円となりました。

 

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において、営業活動による資金の減少は、11,047百万円（前年同期は2,794百万円の減少）

となりました。これは主に税金等調整前中間純損失で335百万円、棚卸資産の増加額で6,597百万円及び仕入債務の

減少額で3,303百万円の減少となったことなどによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において、投資活動による資金の減少は、1,469百万円（前年同期は229百万円の減少）とな

りました。これは主に有形固定資産の取得による支出1,414百万円及び定期預金の預入による支出135百万円、定期

預金の払戻による収入87百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において、財務活動による資金の増加は、10,939百万円（前年同期は2,094百万円の増加）

となりました。これは主に短期借入れによる収入16,471百万円及び長期借入れによる収入8,352百万円ならびに短

期借入金の返済による支出9,549百万円及び長期借入金の返済による支出4,298百万円によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　2022年12月20日「当社中期戦略の策定に関するお知らせ」として、３ヶ年（2025年９月期）及び10ヶ年（2032年

９月期）における財務目標数値、「中期戦略及び決算説明資料」として３ヶ年における中長期成長戦略の発表を

行っております。その後、2024年10月18日「中期経営計画における業績目標の下方修正に関するお知らせ」として

2025年９月期の財務目標数値の下方修正を開示いたしております。また、中期戦略２年目の取り組み等におきまし

ては、2024年11月13日に開示いたしております、2024年９月期決算補足説明資料に記載の通りであります。

IRニュース | 株式情報 | 大英産業株式会社 (daieisangyo.co.jp)

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,760,000

計 11,760,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,316,500 3,316,500 福岡証券取引所

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

また、単元株式数は

100株であります。

計 3,316,500 3,316,500 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　　2024年10月１日～

　　2025年３月31日
4,500 3,316,500 1,786 337,436 1,786 239,436

（注）ストック・オプションの行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2025年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

つむぐ株式会社 福岡県北九州市八幡西区上の原３丁目21-17 1,169 35.24

一ノ瀬　知子 福岡県北九州市八幡西区 756 22.80

大園　信 福岡県北九州市八幡西区 499 15.07

大英産業従業員持株会 福岡県北九州市八幡西区下上津役４丁目１-36 81 2.47

末松　國彦 福岡県行橋市 72 2.18

大園　英彦 福岡県北九州市八幡西区 55 1.65

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 35 1.07

若杉　精三郎 大分県別府市 34 1.03

株式会社福岡銀行 福岡県福岡市中央区天神２丁目13-１ 30 0.90

福岡ひびき信用金庫 福岡県北九州市八幡東区尾倉２丁目８-１ 30 0.90

計 － 2,764 83.36

(注)１．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合については、小数点以下第３位を切り捨てし

ております。

２．上記大株主の大園英彦氏は、2024年12月31日に逝去されましたが、2025年３月31日現在において相続手続きが未

了のため、同日現在の株主名簿に基づき記載しております。

 

（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2025年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,316,100 33,161 －

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数  3,316,500 － －

総株主の議決権  － 33,161 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、三優監査法人による期中レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

大英産業株式会社(E34944)

半期報告書

 8/21



１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,332,723 9,804,551

売掛金 45,910 48,662

販売用不動産 6,971,641 6,896,476

仕掛販売用不動産 20,401,293 27,045,664

未成工事支出金 7,072 38,343

原材料及び貯蔵品 7,103 4,291

その他 492,210 587,167

流動資産合計 39,257,955 44,425,157

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 822,875 1,277,136

土地 867,201 1,656,767

その他（純額） 285,659 346,932

有形固定資産合計 1,975,737 3,280,837

無形固定資産   

その他 37,966 30,958

無形固定資産合計 37,966 30,958

投資その他の資産   

繰延税金資産 225,803 362,473

その他 178,076 213,982

投資その他の資産合計 403,879 576,455

固定資産合計 2,417,582 3,888,251

資産合計 41,675,538 48,313,409

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,609,196 2,305,458

短期借入金 9,619,686 16,541,867

１年内返済予定の長期借入金 7,679,523 8,307,801

未払法人税等 108,578 40,191

賞与引当金 154,232 161,927

株主優待引当金 2,449 －

資産除去債務 41,891 33,635

その他 2,272,000 1,563,759

流動負債合計 25,487,559 28,954,641

固定負債   

長期借入金 7,457,484 10,883,929

役員退職慰労引当金 164,690 167,540

完成工事補償引当金 120,632 119,054

退職給付に係る負債 60,358 62,426

資産除去債務 88,114 91,748

その他 40,776 42,995

固定負債合計 7,932,056 11,367,695

負債合計 33,419,615 40,322,336
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 335,650 337,436

資本剰余金 237,650 239,436

利益剰余金 7,680,165 7,410,147

株主資本合計 8,253,466 7,987,021

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,456 4,051

その他の包括利益累計額合計 2,456 4,051

純資産合計 8,255,922 7,991,072

負債純資産合計 41,675,538 48,313,409
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 15,315,179 14,168,695

売上原価 13,025,510 11,759,590

売上総利益 2,289,669 2,409,104

販売費及び一般管理費 ※１ 2,662,980 ※１ 2,555,445

営業損失（△） △373,310 △146,341

営業外収益   

受取利息 17 1,820

受取配当金 154 182

受取手数料 34,038 40,235

その他 41,280 32,494

営業外収益合計 75,490 74,732

営業外費用   

支払利息 194,790 234,289

その他 21,972 29,443

営業外費用合計 216,763 263,732

経常損失（△） △514,583 △335,340

特別利益   

固定資産売却益 7 －

特別利益合計 7 －

特別損失   

固定資産除却損 3,439 0

特別損失合計 3,439 0

税金等調整前中間純損失（△） △518,015 △335,340

法人税、住民税及び事業税 16,440 32,299

法人税等調整額 △162,933 △137,366

法人税等合計 △146,493 △105,066

中間純損失（△） △371,521 △230,274

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △371,521 △230,274
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

中間純損失（△） △371,521 △230,274

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 877 1,595

その他の包括利益合計 877 1,595

中間包括利益 △370,644 △228,679

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △370,644 △228,679

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純損失（△） △518,015 △335,340

減価償却費 145,530 116,425

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,651 7,695

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,181 2,067

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,234 2,850

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,170 △1,577

株主優待引当金の増減額（△は減少） △1,870 △2,449

受取利息及び受取配当金 △171 △2,002

支払利息 194,790 234,289

有形固定資産売却損益（△は益） △7 －

固定資産除却損 3,439 0

売上債権の増減額（△は増加） 2,528 △2,752

棚卸資産の増減額（△は増加） △830,318 △6,597,664

仕入債務の増減額（△は減少） △1,916,547 △3,303,738

その他 418,858 △842,695

小計 △2,498,849 △10,724,894

利息及び配当金の受取額 171 2,002

利息の支払額 △205,590 △251,414

法人税等の支払額 △89,929 △73,089

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,794,198 △11,047,395

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △89,150 △135,503

定期預金の払戻による収入 27,740 87,000

有形固定資産の取得による支出 △174,303 △1,414,208

有形固定資産の売却による収入 7,159 －

無形固定資産の取得による支出 △666 △216

資産除去債務の履行による支出 △1,950 △7,560

その他 1,610 1,250

投資活動によるキャッシュ・フロー △229,559 △1,469,238

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 9,582,715 16,471,749

短期借入金の返済による支出 △9,264,736 △9,549,568

長期借入れによる収入 5,144,681 8,352,785

長期借入金の返済による支出 △3,327,568 △4,298,061

リース債務の返済による支出 △720 △720

配当金の支払額 △39,549 △39,797

株式の発行による収入 － 3,573

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,094,820 10,939,958

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △928,937 △1,576,675

現金及び現金同等物の期首残高 7,310,808 10,858,876

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 6,381,871 ※１ 9,282,201
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当中間連結会計期間において、株式会社DAIEIアーキテクツを新たに設立したため、連結の範囲に含めておりま

す。

 

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）、「包括利益の表

示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　2022年10月28日）及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）を当中間連結会計期間の期首から適用しております。なお、当

該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

 

（中間連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（中間連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

広告宣伝費 295,393千円 315,584千円

販売手数料 391,764 300,485

販売促進費 209,712 168,380

給料及び手当 586,650 585,991

賞与引当金繰入額 138,543 136,536

退職給付費用 13,119 13,831

役員退職慰労引当金繰入額 5,234 2,850

完成工事補償引当金繰入額 4,530 △1,577

減価償却費 135,617 96,244

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年10月１日
至 2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年10月１日
至 2025年３月31日）

現金及び預金勘定 6,959,090千円 9,804,551千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △577,219 △522,350

現金及び現金同等物 6,381,871 9,282,201
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月16日

定時取締役会
普通株式 39,564 12 2023年９月30日 2023年12月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月15日

定時取締役会
普通株式 36,267 11 2024年３月31日 2024年６月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月18日

定時取締役会
普通株式 39,744 12 2024年９月30日 2024年12月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年４月15日

定時取締役会
普通株式 39,798 12 2025年３月31日 2025年６月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
 マンション事業 住宅事業 計

売上高      

顧客との契約から生じる収益 4,688,929 10,586,146 15,275,075 18,050 15,293,126

その他の収益（注）２ － － － 22,053 22,053

外部顧客への売上高 4,688,929 10,586,146 15,275,075 40,103 15,315,179

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 4,688,929 10,586,146 15,275,075 40,103 15,315,179

セグメント利益 70,902 28,029 98,931 276 99,208

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水道供給事業等を含んでおりま

す。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 98,931

「その他」の区分の利益 276

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △472,518

中間連結損益計算書の営業損失（△） △373,310

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
 マンション事業 住宅事業 計

売上高      

顧客との契約から生じる収益 6,140,844 7,978,840 14,119,684 17,477 14,137,162

その他の収益（注）２ － － － 31,532 31,532

外部顧客への売上高 6,140,844 7,978,840 14,119,684 49,010 14,168,695

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 6,140,844 7,978,840 14,119,684 49,010 14,168,695

セグメント利益 193,915 187,574 381,490 16,855 398,345

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水道供給事業等を含んでおりま

す。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 381,490

「その他」の区分の利益 16,855

セグメント間取引消去 －

全社費用（注） △544,686

中間連結損益計算書の営業損失（△） △146,341

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

(1) １株当たり中間純損失（△） △112円68銭 △69円47銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純損失（△）（千

円）
△371,521 △230,274

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純損

失（△）（千円）
△371,521 △230,274

普通株式の期中平均株式数（株） 3,297,000 3,314,596

　（注）１．前中間連結会計期間及び当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式

は存在するものの、１株当たり中間純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

　第56期（2023年10月１日から2024年９月30日）期末配当については、2024年10月18日開催の取締役会において、

2024年９月30日の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

（１）配当の総額…………………………………………39百万円

（２）１株当たりの金額…………………………………12円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年12月27日

 

　第57期（2024年10月１日から2025年９月30日）中間配当については、2025年４月15日開催の取締役会において、

2025年３月31日の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

（１）配当の総額…………………………………………39百万円

（２）１株当たりの金額…………………………………12円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2025年６月６日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年５月15日

大英産業株式会社

取締役会　御中

 

三優監査法人

福岡事務所

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 大神　匡

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 植木　貴宣

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大英産業株

式会社の2024年10月１日から2025年９月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３

月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計

算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、大英産業株式会社及び連結子会社の2025年３月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す

る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ

ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容につい

て報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

 

以　上

 

（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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